







































immunosorbent assay (ELISA)法により　GFAP､ SIOOB､ myelin basic protein (MBP)そして


















NMO群において髄液中GFAP ･ SIOOB ･ MBP濃度は互いに相関し､それぞれのマーカーは急性増












































NMO群において髄液中GFm ･ SIOOB ･ MBP濃度は互いに相関し､それぞれのマーカーは急性増悪時の
expanded disability status SCale (EDSS)や脊髄病変長と強く相関した(r'0･6)｡また･ NMO群では6ケ月後
のEDSSと髄液中GFAP濃度の相関(r=0.45)を認めた｡
<結語>NMOとその他の疾患における髄液中マーカー濃度について比較検討した｡髄液中GFAP濃度は､
NMOの重症度や脊髄病変の長さと強く相関し､有用な障害マーカーであると考えられた｡ NMOの急性期で
は高度のアストロサイト障害が急速に進行し､脱髄よりも早期にかつ､顕著に傷害されることが示唆された｡
これらのことにより本研究は, MOはMSや急性散在性脳脊髄炎といった一次性脱髄疾患とは異なるアス
トロサイト傷害を持つことを示したものであり､博士(医学)の学位論文に値するものと認める｡
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